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戸田市の教育改革について
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戸 田 市 S E E P プ ロ ジ ェ ク ト

～産官学と連携した教育改革の重点～

SEEPとは、Subject、EdTech、EBPM、PBL、の4文字のアクロニムであり、
「浸透する」の意味 薫 習

ubject
（教科教育)

子供たちにこれからの時代を生き抜くために必要な
資質・能力を身に付けさせるために、教科の本質を捉
えた授業改善を目指す。

BPM
（Evidence-Based Policy Making)

教育政策シンクタンクを中心に教育の定量的データ
及び定性的データの分析を行い、「経験と勘と気合」
から脱却したエビデンスに基づく政策立案を行う。

dTech
（Education × Technology)

「指導と管理」のPCから「学びと愛用」のPCとした
ICTのマストアイテム化をはじめ、教育とテクノロ
ジーの融合による新たな学びを推進する。

BL 
（Project-Based Learning)

社会に開かれた「誰かの何かの課題」を解決する
活動を通して、子供たちの未来を切り開く探究者と
しての資質・能力の育成を目指す。 1

戸田市の教育改革のコンセプト

AIでは代替できない能力の育成と、AIを活用できる能力、つまり、
21世紀型スキル、汎用的スキル、非認知的（社会情緒的）スキルを育成

産官学と連携した知のリソースの活用。それも、ファーストペンギンを目指すことで、
安価で効率的に、最先端の質の高い教育が提供されるはず

教育のEBPMの重要性の認識（量的と質的エビデンス）
→ episode-based から evidence-based へ
→ evidence-based から evidence-informed へ
→ EBPMからEIPP（Evidence Informed Policy and Practice）へ

優れた教師の経験や勘、匠の指導技術を、言語化・可視化・定量化するなど優れた暗黙知を
共有化したり形式知へ転換したりして、若手教師などに効率的・効果的に伝承していくべき。
経験や勘や教員の個人プレーにだけに頼らず、教育データを積極的に利活用していくべき
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○変化する社会の動きを教室の中に入れるため、産官学と連携した様々な学びや人
財等の原材料を教育委員会で用意していく。授業改善、校内研修、研究発表などで
躊躇なくフル活用してほしい

○社会構造の変化を各学校で共通認識し、目の前の子供たちの実態を踏まえ、どの
ような力を育てるか、学年や教科を横断して根本にさかのぼった議論を

教育村・学校村の意識改革（コンセプトの落とし込み）
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○生徒指導の王道は学力向上にあり ○学力向上は学級経営と授業の充実にあり

○校長が「代（変）われば」学校が変わる ○学校間ピアレビューで成果と課題の共有化を
○挫折回復（resilience）能力 ○識時務者在俊傑

○「授業改善日」や「授業改善の時間」の計画的な設定
○素人の目から見てもわかる授業改善を → ICT機器活用が最も効果的
○例外を出さない授業改善 ○教師自身がパッシブラーナーからアクティブラーナーへ
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6
内閣府：総合科学技術・イノベーション会議（CSTI） Society 5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ 2022.6.2 より
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内閣府：総合科学技術・イノベーション会議（CSTI） Society 5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ 2022.6.2 より



「未来の教室」に必要な取組（ICTはマストアイテム）

（１）基礎学力等の習得の効率化（個別化・デジタル化）
・指導の個別化、学習の個性化（個に応じた指導、個別最適な学び）

⇒ 個人の理解度や興味・関心別の学びなど
・学習のデジタル化

⇒ スタディログなどのデータ化による指導と評価の一体化

（２）課題発見・解決力（社会課題を見つけて動かす力）、
創造力（無から有を生む力）を伸ばすプログラムの充実
⇒ PBL（Project Based Learning：課題解決型学習）

へのトライや STEAM教育 の基盤づくり

Society5.0の時代の教育展望
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〇プッシュ型支援
「誰も取り残されない」に拘りすぎ、「少なからずの子供が取り残
された」状態になっていることへの気付きが弱い。従来の形式的平
等主義から脱して公正主義に立つことで、様々な理由で取り残され
ている子供から救っていくことができるのではないか

○貧困、いじめ、虐待、障害、不登校、外国出身などといった事情を
持つ子供、そして落ちこぼれも吹きこぼれも「誰一人取り残されない教
育」に向け、具体的に真剣に取り組んでいく必要がある

○日本の学校教育には、同年齢の学習集団と学年の一体化及び一斉授
業、助け合いや勤勉や努力の奨励など独特の学校観、教育観などに
彩られた仕組みがある。それ故か、特定の分野においては他に抜き
んでた優れた資質（才能）を有すが、学校になじめず、授業には興
味を示さず、孤立しがちで指導が困難な子供は、まだまだ学校教育
においても学校以外の教育施設、指導者においても恵まれていない

直面する様々な教育課題
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我が国の150年の学校教育には、
・多様な子供たちの共学
・学び合いや教え合いなど集団を活かした学び
・個に応じた指導や指導と評価の一体化、といった学習指導の蓄積がある

・教科教育研究、授業研究、「時･場･礼」など基本的な生活習慣の指導
など、世界に誇れる固有の教育財産の蓄積もある。

・日本型学校教育の特色は、知・徳・体を一体で育むことや、
教科に加え給食活動や課外活動などの広範囲の活動に関わる
全人的教育（包括的教育）の提供や学校地域社会の連携等がある

今後は、継往開来の精神を忘れず、これらの捉え直しや質的転換を図ってい
く必要がある。特に、OECD諸国と比べ教師の勤務時間が長いことを考慮し、
全人的教育の維持のためには、教師の働き方改革に加え、少人数学級の実現、
様々な専門的な学校スタッフの加配など、負担の軽減にスピード感をもって取
り組むことも課題となっている

継往開来の精神を忘れずに
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第四次戸田市教育振興計画紹介動画（ダイジェスト）

第四次戸田市教育振興計画紹介動画
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産官学の知のリソース（外部人材）の活用

国立情報学研究所教授
新井紀子 様

慶應義塾大学総合政策学部
教授 中室牧子 様

放送大学
教授 中川一史 様

上智大学総合人間科学部
教授 奈須正裕 様

国立教育政策研究所名誉所員
渡邉寬治 様

聖心女子大学現代教養学部教育学科
教授 益川弘如 様
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変化する社会の動きを教室の中に入れて欲しい

教育委員会では、新たな学び等の原材料や人財
を用意するので、料理は各学校で

○何のために使うかで価値が変わる（学習観・授業観の重要性）大切な
のは、学びの質の向上
Pedagogy First, Community Second, Technology Third は学習指導の肝

○PC活用により空間・時間的制約を緩和することで生じる新たな 学
びの可能性を「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善
に生かしていくこと

○PCは子供たちの文房具となり、特に意識されず忘れるくらい当たり
前にいつでもどこでも学びに活用できてこその「一人一台」

○ 教師主導の「指導と管理」による「教具的利用」から
学習者中心の「学びと愛用」による「文具的活用」へ

○ICTの普段使いは子供たちの方が上、教師の引いたレールに乗せない

○単なる若手ではなく指導力のある教師が活用してこそ校内に広がる

○プリント学習からの離脱とノート離れの見直しを

一人一台を生かした学びの構想 2016～
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